




























































































































































○棲息密度-55W-O･90 (匹/km2) - ･(b)


























































































































麦6. ベ ッ ドサイズ4倍ケージ方式の評価
動物種 平均体重 ケージ広さ ケージ内密度比 床血積比
(kど) (巾×奥行きcm) (対イヌ) し対マウス)
マウス 0.029 11.0×25.5 149.2 1.0
25.5×40.0 145.5 1.0
ラット 0.199 23.5×34.5 40.6 3.7
25.5x40.0 41.0 3.6
モルモット 0.265 30.0×48.5 32.8 4.6
ウサギ 2.220 30.0×48.5
70.0×45.0●
イヌ 9.500 73.5×77.5
155.0×77.0*
3.8 39.4
1.0 149.2
')ベッドサイズから割りだした架空の新型ケージ
5.ケージサイズ基準化への具体的動き
国立大学動物実験施設協議会では､大学等におけ
る適正な動物実験の遂行のため､実験動物の保管管
理設備 ･器材等の見直しを一つの課題に取り上げて
いる｡ 特に､欧米の基準に照らし問題の多いケージ
サイズが焦点となり､これの適正化ないし基準化を
目標に置いている｡
実際､ケージサイズの規定についてはさまざまな
意見があり､その集約は大変苦労の多いところであ
る｡これまでの討論で多数意見と思われることは､
1)わが国でもケージサイズに関する基準は持つ方
がよい (もつべきである)､2)サイズの規制には可
能なかぎり科学的根拠を付随させるべきである､3)
欧米の基準をそのまま導入するのは安易すぎる､と
言ったものである｡
我々は､科研 ･総合 (B)での予備険計を踏まえ､
現在引き続き総合 (A)班を結成し具体的作業に入っ
ている｡平成7年度夏には暫定規格案を作成､その
後､目下改訂作業中のNIHグループ､あるいはカ
ナダ､EC､イギリスなどのガイドライン策定グル
ープと意見交換を行いながら本案をにつめ､平成8
年度春には具体案を提示したい､となっている｡
当問題の出発点は国立大学動物実験施設協議会で
はあるが､基準の提示は間接的ながら社会的影響も
大であると予想されることから､広く各界の意見を
聞き､かつ､慎重な行動が望まれているところでも
ある｡
今回､岡山実験動物研究会において当問題が取り
上げられ､大変良い機会でもあるので､さしあたり
序論として (間遮提起のため)個人的試案を述べた｡
したがって､本稿で記したベッドスペースの4倍ケ
ージ方式は必ずしも我々プロジェクトチームの統一
見解とはなっていない｡当プロジェクトチームは下
記斑点で構成されているが､全月が目下のところ有
益な科学的根拠を求めながらの活動を行っている｡
各班月に対し､それぞれの専門分野から率直な
(建設的な)ご意見をお寄せ頂ければ幸いである｡
○プロジェクトチーム
サル類 :松林清明 (試験研究ならびにケージ規
格の立案)
有蹄類 :大和田一雄 (国内外調査ならびにケー
ジ規格の立案)
イヌ:三浦豊彦 (国内調査､文献等資料を基に
ケージ規格の立案)
ネコ:八木沢誠 (国内調査､文献資料等を基に
ケージ規格の立案)
中小動物 :伊藤勇夫､浦野徹 (文献調査､追加
実験､ケージ規格の立案)
国外規格 :黒沢努 (NIH規格等の再評価､国
内外調査資料の分析)
総括 :佐藤徳光 (全体の調整､総まとめ)
(実験的研究の追加)
イヌ用スノコの材型 :藤沢信義､佐藤徳光 (丸
型 ･平板すのこの比較)
マウス､ラット:浦野徹 (飼育密度の再検討一
集団行動面からの解析)
新型ケージ:倉林譲 (小動物密閉式ケージ-血
液ガス分圧面からの解析)
繁殖用ケージ:斉藤徹 (中小動物の繁殖行動の
解析と繁殖用ケージの規格化)
スンクス:辻敬一郎,石井澄 (スンクスの行動
解析と飼育管理設備)
